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論 文 発 表

三　田 �
市古みどりほか．“国際図書館コンソーシアム連合
（ICOLC）2017年秋季会合参加報告”．JUSTICE
会員館限定
保坂睦.“はじめての電子ジャーナル管理”．（JLA図
書館実践シリーズ；35）．日本図書館協会．2017.�7，
241p．
保坂睦．“慶應義塾大学メディアセンター（図書館）
の過去・現在・未来”．慶應義塾保険学会ウェブ
サイト：保険人萬來―保険ひとくちコラム―．
2018.�2，
� http://www.keio-hoken.jp/column/2428/,（参照
2018-05-30）
倉持隆．“英国における日本古典資料―英国図書館研
修報告―”．大学図書館研究．2017.�5，no.�106，�
p.�23-35.

信濃町 �
吉沢亜季子ほか．“第 2回JMLA学術集会報告（JMLA
活動報告）”．医学図書館．2017.�12，vol.�64，no.�4，
p.�224-228．

SFC �
関秀行．“慶應義塾大学における図書館員の海外研
修への取り組み”．情報の科学と技術．2017.�8，�
vol.�67，no.�8，p.�405-409．

研 究 発 表

本　部 �
入江伸.“慶應義塾大学メディアセンターでのIIIFへ
の取組み”．第 4回CODHセミナー．2017.�7.�27．
於 国立情報学研究所
入江伸.“「電子化　クラウド　早慶システム共同運
用」”．SLIS三田会講演会．2017.�11.�18．於 慶應
義塾大学 三田キャンパス
入江伸.“「これからの大学図書館システムを語る」”．
大学図書館問題研究会関西 3地域グループ合同例
会．2018.�3.�10．於 京都市国際交流会館
稲木竜．“XooNIps4 への移行事例と新KOARAの

ご紹介”．XooNIps研究会 2017大阪ワークショップ．
2018.�3.�16．於 近畿大学

三　田 �
市古みどり．“デジタル化時代の研究者のために図
書館が構築すべき研究環境”．2017年度第 3 回
SPARC�Japacセミナー．2018.�2.�21．於 国立情
報学研究所

筒井利子．“文献検索と論文作法”．日本経営倫理学
会第25回研究発表大会 ワークショップ．2017.�6.�24．
於 慶應義塾大学
倉持隆．“西洋古典資料保存実務研修 研修報告”．「西
洋古典資料の保存に関する拠点およびネットワーク
形成事業」実務研修受講者報告会．2017.�12.�22．
於 一橋大学

日　吉 �
岡野純子．“私立大学図書館と国公私立大学図書館
協力委員会との連携について”．2017年度私立大
学図書館協会東地区部会研究講演会．2017.�6.�9．
於 立正大学品川キャンパス

SFC �
島田貴史．“慶應義塾大学におけるMediated�DDA
活用例：この1年で経験したこと，今考えているこ
と”．ProQuest�Day�2017．2017.�5.�17．於 ハー
ビスプラザ（大阪）／2017.�5.�19．於 全国町村会
館（東京）
森嶋桃子．“電子コンテンツ導入・利用の現状と課
題― 電子コンテンツのいま―”．平成29年度大
学図書館職員短期研修．2017.�10.�5．於 京都大学
／2017.�10.�19．於 国立情報学研究所
鈴木有紀．“蔵書構築”．日本看護図書館協会第10回
新人研修会．2017.�10.�21．於 イムス横浜国際看
護専門学校
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